
　　　　　大学図書館における展示会活動

一図書館展示の分析および筑波大学附属図書館の事例報告－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠塚富士男

抄録：図書館では館種を問わずいろいろな展示会が行われているが，大学図書館における展示会に関する現

状分析や事例報告はあまり多くはない。そこで本稿では，我が国の大学図書館における展示会活動の現状に

ついて考察し，ついで筑波大学附属図書館の平成18年度企画展の特徴と今後の課題について報告する。
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1｡はじめに

　図書館では館種を問わずいろいろな展示会が行わ

れている。その規模や形態は様々であるが，図書館

法には「図書館奉仕のため，土地の事情及び一般公

衆の希望にそい，更に学校教育を援助し得るように

留意」しつつ実施に努めなければならない事項の一

つとして，「読書会，研究会，鑑賞会，映写会，資

料展示会等を主催し，及びその奨励を行うこと」

（図書館法第３条第６項）と書かれており，公共図

書館では，展示会は図書館サービスの一環として位

置づけられている。そしてこれは「図書館利用の一

層の促進や潜在利用者の開拓を目的」とする集会活

動の一つ1）とされている。

　一方，大学図書館においても展示会は数多く行わ

れているが，「図書館展示に開する文献」はあまり

多くなく，「事例報告が蓄積されるべき段階であろ

う」といわれている‰そこで本稿では，大学図書

館における展示会活動の現状について考察し，あわ

せて筑波大学附属図書館の事例報告を行いたい。

2｡大学図書館における展示会活動

2.1　博物館における展示の位置づけ

　展示会・展覧会という言葉からは，図書館よりも

博物館や美術館を連想する方が一般的であろう。そ

こで，まず博物館における展示の位置づけを簡単に

みていきたい。

　博物館法，図書館法のそれぞれの第２条第１項の

冒頭部分（定義）を比較すると以下のようになる

（表１）。

　これらの文言からは博物館と図書館の類縁性が見

て取れるが，その一方で，博物館法に特徴的に表れ

てくるキーワードとして「展示」「教育的配慮」

「（館側で行引調査研究）をあげることができる。

また博物館法第４条第４項には「学芸員は，博物館

資料の収集，保管，展示及び調査研究その他これと

関連する事業についての専門的事項をつかさどる」

と規定されており，博物館では，学芸員が展示およ

び調査研究を行うことが本務として位置づけられて

いることがわかる。

　博物館における展示の理念については多くの議論

があるが，展示活動は学芸員の研究成果の発表の場

であり「学芸員は展覧会で評価される」とする観点

は，展示に関する基本的な観点・理念として博物館

関係者に広く共有されているものと考えられる3）。

　こうした展示の理念を持つ博物館関係者や研究者

が，大学図書館の資料や展示をどのように評価して

いるか，ということは興味ある問題であるが，おお

むね次のような認識を持っていると思われるｏ。

　・図書館は利用者の求めに応じて資料を提供する

　　機関であり，閲覧に力点がおかれている。

　・しかしながら，大学図書館の資料は大学の研

　　究・教育上の必要から収蔵されているものとは

　　いえ，特に貴重書・古典籍等は，十分に「博物

表１　博物館法と図書館法の比較

博物館法　第2条 図書館法　第2条

この法律において「博物

館」とは，歴史，芸術，

民俗，産業，自然科学等

に関する資料を収集し，

保管（育成を含む。以下

同じ｡）し，展示して教

育的配慮の下に一般公衆

の利用に供し,その教養，

調査研究，レクリエーシ

ョン等に資するために必

要な事業を行い，あわせ

てこれらの資料に関する

調査研究をすることを目

的とする機関

この法律において「図書

館」とは，図書，記録そ

の他必要な資料を収集

し，整理し，保有して，

一般公衆の利用に供し，

その教養，調査研究，レ

クリエーション等に資す

ることを目的とする施設
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　館資料」として系統だった調査研究，展示公開

　を行う対象となる。

・展示会（展覧会）は博物館の特権ではない。

・したがって，図書館資料による展示会は十分に

　成立する。それは一点一点の書籍を閲覧するだ

　けでは明らかになり得ない，それぞれの書籍資

　料がもつ歴史や背景を，複数の書籍を併置する

　ことで読み解く作業となる。

・博物館と図書館，学内の関連組織との有機的な

　連携・機能分担を検討する必要がある。

2｡2　図書館展示の目的・意義

　それでは，大学図書館の展示に関する理念・目的

はどのようなものであろうか。

　大学図書館が主体となって展示を行う例は増えて

おり，こうした展示を行う目的や意義について，図

書館職員が言及している論考も発表されている。た

とえば早稲田大学の松下偉也は，1996年に発表した

論考で，展覧会の目的として以下の４つの分類を提

示している。

〈展覧会の目的（松下筒也）＞

１）メモリアル・セレモニーとしての展覧会

　　（例：大学・図書館等の記念行事の一環とし

　　ての展覧会）

２）教育・研究目的の展覧会（例：学会開催と

　　連動した展覧会）

３）図書館の広報・利用者教育の一環としての

　　展覧会

４）エンターテインメントとしての展覧会

　そして，これまでの展覧会としては1), 2)の

タイプのものが多いが，「展覧会という形式でメッ

セージを伝える」ような３）のタイプのものや，さ

らには，４）の「利用者の娯楽」のための展覧会も

企画されてよいのではないか，と述べている5）。松

下は2003年に再び展覧会について論じているが，

その中では，早稲田の近年の展覧会は従来多かった

１），２）のタイプのものから少しずつ意識的に傾

向を変え，おもに学部学生を対象とした，たんなる

貴重資料の羅列ではない多様な展示を試みるように

なった，という趣旨の記述をしている6）。これは，

1), 2)のタイプの展覧会はもちろん行いながら

も，この７年の間に３）や４）のタイプも重視する

傾向に移行しつつあることを示している。

　３）や４）のタイプも重視するこのような動きは，

早稲田以外の大学の近年の図書館展示においても見

44

られる変化であり，松下の４つの分類はこうした動

きに一定の理論的根拠を与えるものとなっている。

たとえば，企画展示の目的を，展示内容と関連させ

て具体的に書き上げた慶恚義塾大学の山田摩耶の以

下のまとめも，この分類をふまえながら，実務上の

経験を背景に記述されているものである7)。

＜企画展示の目的（山田摩耶）＞

①貴重書紹介

②テーマに関する蔵書紹介

③利用者教育・利用指導

④娯楽目的

　また，東北大学の木戸浦豊和は，松下の分類を紹

介しながらも，松下の分類は「大学の構成員に向け

た展示会」を想定しているが，大学の外側に向けた

目的＝大学図書館の地域貢献という観点で考える

と，この４つの分類に「生涯学習の場としての展示

会」を付け加えることができ，このような目的を想

定すれば，「魅力的な展示会のために」テーマ・ス

トーリーの工夫や資料の見せ方の工夫，エンターテ

インメント性といったものを考慮する必要性がある

と述べている8）。これは，地域貢献・生涯学習を重

視する立場であるが，近年の東北大学の企画展の趣

旨や，こうした同館の実践を背景に図書館展示の意

義について論じた米渾誠の論考9）をもふまえたもの

であると考えられる。米渾の論考では，図書館展示

の意義として次の３点があげられている。

〈図書館展示の意義（木深誠）＞

１．啓蒙活動としての図書館展示

２．広報活動としての図書館展示

３．人材育成活動としての図書館展示

　ここでは，展示に関連する対象者・グループを三

つに大別し，それぞれの立場からみた意義を分析し

ているが，これを簡略化すると次の表２のようにま

とめることができよう。

　このように，展示会に関わる対象者・グループを

フラットなとらえ方で把握し直すことにより，展示

会を観覧者に対する（広い意昧での）啓蒙・公開活

動としてのみ考えがちな従来の考え方・発想からの

転換が示されているが，これによって，図書館展示

には視点の違いによって多様な意義を見出せること

が明らかになった。こうした複合的な観点は，松下

が3), 4)のタイプの重視の傾向について述べて
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表２　図書館展示の意義（米渾の論考から作成）

展示のねらい 対象者・グループ 展示の意義

啓蒙活動 展示会観覧者・

利用者

資料への興味・知識

欲の向上・図書館資

料の活用

広報活動 図書館・大学 社会へのアピール・

地域貢献

人材育成活動 図書館職員 企画力・専門的知識

・活性化

いることとも相通ずるものであり，近年の大学図書

館を取り巻く状況に対応した分析であるといえる。

　木戸浦の意見に関連して付言すると，展示会の対

象者として大学の構成員を想定するか，それとも地

域社会への貢献を重視するか，という点については，

個々の展示会の開催趣旨（例：新入生歓迎のため）

によって当然変わってくるものではあるが，一般的

にいえば明確にどちらかに割り切るというよりも，

構成員を想定しつつも地域への公開の要素も取り入

れる，という形が多いのではないかと思われる。す

なわち，図書館利用者という視点で考えれば，図書

館の公開・サービスの範囲の拡大にしたがって大学

構成員以外の利用者も展示会の観覧者として来場す

る，と考えるのが自然であり，特に後述する電子展

示との関係を考えると対象者は拡大して考える傾向

が一層強くなろう。

　なお，展示会を地域貢献（地域文化振興）の機会

ととらえる考え方は以前から存在したlo）。しかし，

国立大学においては，展示会活動にも法人化の影響

が大きく表れ，社会連携・地域貢献を重視する立場

に立つ展示会11）の開催を企画する大学が増加してい

る。すなわち，法人化後の国立大学では，法人化前

にいわれていた「大学の公開（聞かれた大学）」と

いう視点から，さらに一歩踏み込んだ「大学の社会

貢献（地域社会，国際社会への貢献）」が大きな使

命として求められるようになっているが，図書館も

これに呼応する形で，社会連携・貢献事業として展

示会・講演会・シンポジウムを位置づけ，積極的に

推進しようとす芯動きが明確に表れており12)大学

図書館における展示会の理念・目的を考える上で，

国立大学法人化は一つの画期となっているといえよ

う。

2｡3　図書館展示の歴史と現状

　図書館の記録・報告等を調査すると，大学図書館

では古くから，またいろいろな形で展示会を開催し

ていることがわかる。表３は，これらの展示会の中

表３　展示会開催状況

大学名 展示会開催記録 開催回数

(Ａ群)

京都大学 明治33（1900）年～ 120回以上

早稲田大学 明治40（1907）年～ 200回以上

天理大学（天理

図書館）

昭和5 (1930)年～ 250回以上

(B群) ＊近年開催分に限定

熊本大学 昭和59 (1984)年～ 22回（以上）

岡山大学 平成9 (1997)年～ 10回（以上）

東京大学 平成6 (1994)年～ 12回（以上）

筑波大学 平成7 (1995)年～ 13回

からＡ群として特に展示会開催の歴史が長く回数も

多い大学を，Ｂ群として展示内容・スタイルに特徴

のある大学を適宜ピックアップしたものである13）。

これは，それぞれの図書館等の報告によってまとめ

たものなので，展示会開催期間も１日だけのものか

ら３ヶ月以上のものまで様々であり，図書館以外の

場所（＝館外・学外）で開催したものも含まれてい

る。また，限られた記録類を参照したものなので，

開催回数等は実際はもっと多い可能性が高く，表３

であげた回数等は参考値というべきものであるが，

これらの報告が対象としている展示会は，各図書館

とも図書館が開催／関与する「展示会」であり，常

設展は原則として含まない，という位置づけによっ

ているものと考えられる。そこでこれによって図書

館展示の歴史と現状について考えてみたい。なお，

前述の松下の４つの分類は，展示会の目的を考える

上で非常に整理しやすい考え方であるので，ここで

もこの分類を適用しつつ個々の事例をみていきたい

（以下の１）～４）の表記は前節でみた＜展覧会の目

的（松下佻也）＞の番号に対応している）。

　まずＡ群であるが，この３大学の記録を見ても，

大学図書館における展示会には，博物館等に劣らな

い長い歴史や開催回数を持つものがあることがわか

る。また，展示会の名称を見ていくと，戦前期（明

治・大正・昭和戦前期）には１）に相当するもの

（「記念」の文字が含まれるものや，皇族や教育関係

者の来館に伴うものなど）が圧倒的に多い。また，

この中にはもちろん２）の目的もあわせもったもの

も多かったであろうことは，その名称からも察する

ことができる（例：沙翁三百年記念（大正５年４

月・早稲田大学），日本書紀編纂1200年記念（大正

８年５月・京都大学）など）。一方，戦後になると

　・（開催記録から見るかぎり）戦前よりも開催頻
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　　度が非常に高くなっている

　　　天理は戦前から毎年開催していたが，京都。

　　　早稲田が毎年開催となっだのは1947年以降

　　　である

　・学部・学会等との共催が増える

という変化が見られ，２）の教育・研究目的の展示

会の開催が大幅に増加していくという全体的な傾向

が見られる。また，特に近年については，前節でみ

たように1), 2)のタイプの展覧会はもちろん行

いながらも，３）や４）のタイプも重視する傾向に

移行しつつあるという変化がある。

　以上のような大きな動向を踏まえつつ，多少異な

る観点からＢ群を検討してみたい。ここに例示した

４校のうち，熊本大学と岡山大学は，歴史史料とし

て質量とも全国でも有数のコレクション（熊本：阿

蘇家文書・細川家北岡文庫等，岡山：池田家文庫）

を所蔵しているという特徴を生かし，これらを中心

とした展示会を継続して開催している大学である。

この両大学は，実質的に歴史系博物館と同様の展示

会活動を展開しているところであり，その開催目的

はもちろん２）に相当するが，図書館の特徴（所蔵

資料の特徴）を生かしている点や，積極的に地域と

の連携をはかっている点からは，３）の図書館の広

報という側面も担っているといえよう。

　また東京大学と筑波大学は，それぞれマルチメデ

ィア展示・電子展示の名称で展示会の内容をインタ

ーネットでアクセスできるように公開している大学

であり，熊本・岡山が展示内容に大きな特徴を持っ

ているのに対し，こちらは展示会のスタイルに特徴

がある大学として例示したものである。

　電子展示は，京都大学14）をはじめ数多くの大学図

書館で行っているものであるが，筑波大学では「展

示そのものと印刷体の展示目録，それに電子展示の

公開の三つが一体となって，特別展全体を構成する

スタイル」という位置づけで「電子展示そのものが

特別展を構成する柱の一つとなっているので，特別

展の展示内容全体をこれによって再現するというの

ではなく，電子展示ならではの機能を生かして，通

常の展示では提供できない新たな情報を付加して公

開」することを目指す15），というコンセプトによっ

てｗebページが作成されているところに特徴があ

る。実際の展示と電子展示との関係については，た

とえば国会図書館でも「貴重書展の内容をデジタル

で再現するとともに，デジタルならではの新しい形

式で展示する試みを行っている」旨を表明してい

る16）が，この問題に開する図書館界での議論はそれ

ほど多くはない。しかし，特に大学図書館における

展示会の問題を考える上で，電子展示の出現は大き
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なエポックになる出来事であると考えられる。すな

わち，電子展示を併催する場合においては（実際の

展示と電子展示との違いの程度の大小にかかわら

ず），展示会に実際に来場する観覧者以外の，不特

定多数のビジターが電子展示を見ることを想定せざ

るを得ず，必然的に展示会の対象者も大学構成員以

外にも拡大して考えざるを得ないであろう。これは

積極的に社会連携・地域貢献としての展示会を考え

る立場とはやや異なるが，結果的には前述の木戸浦

の指摘のように，「魅力的な展示会」というキーワ

ードや,テーマ・ストーリー・資料の見せ方の工夫，

エンターテインメント性の考慮などが必要になる。

　以上，Ａ群・Ｂ群の例によって大学図書館の展示

会について歴史的な変遷をみてきたが，特に近年に

おいては，展示会の目的・形態に大きな影響を与え

る「電子展示の開始」（1994年）と「国立大学法人

化」（2004年）という二つの大きな出来事によって，

国立大学を中心に，地域貢献の視点を持ち「たんな

る貴重資料の羅列ではない多様な」「魅力的な展示

会」を企画する傾向が強くなっているといえよう。

　なお，近年は博物館においても，従来以上に利用

者の立場に立った来館者サービスの重視・「楽しく

学ぶ」ことの重要性が指摘されているが，布谷知夫

の「人はなぜ博物館に行くのか」「博物館に対して

世の中はどの様な期待をし，要請をしているのか」

という問いかけに象徴される近年の博物館の活動の

動向は，図書館展示の目的やその方法を考える上で

も大いに参考になると考えられる17）。

3｡筑波大学附属図書館における展示会活動

3.1　これまでの開催状況

　筑波大学附属図書館では，平成7（1995）年以降，

毎年，特別展・企画展を開催している（表４参照）。

筑波大学では，これ以前にも単発的に貴重資料の展

示を行なったことはあったが，現在のような形での

特別展・企画展の開催のスタートとなったのは，平

成7（1995）年６月に中央図書館新館増築を記念し

て開催した特別展「天正少年使節と『原マルチノの

演説』」であった。この特別展の開催に際し，当時

の北原保雄附属図書館長は，展示会目録の「御挨拶」

の中で「当館では，貴重言展示室が設けられたのを

機に，今後とも図書館資料を広く公開してゆきたい

と考えております」と述べている。そして，これ以

後,貴重な資料の現物を広く公開することによって，

資料への興味を喚起し，それが図書館資料の活用へ

とつながることを主要な目的として，特別展が開催

されてきた。また，本学においても特に法人化後は

社会貢献事業としての展示会という性格がクローズ
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これは前述したような近年の

の状況と同様の事情によるも

　次に展示会の状況を具体的にみていきたい。

　まず，主催者は誰か，ということであるが，これ

までの13回の展示会における主催者・共催者（延

べ数）の内訳は，以下のとおりである。

筑波大学

附属図書館

(研究開発室:1)

１
・

1

12

学内の教育・研究組織:10

　大学が主催している展示会が１回だけあるが，こ

れは学外（東京）で関催した展示会であり，この時

は図書館の展示の他に，大学の広報関係の資料も会

場に準備された。この展示会は，東京での開催とい

うこともあり６日間で3,800人を超える入場者があ

ったが，図書館資料を公開する機会に大学に対する

関心も高めてもらおうという大学側の狙いは十分達

成できたものと考えられる。また，学内の教育・研

究組織との共催・協力が８回（延べ10祖織）ある

が，これらはほとんどが共催組織から図書館に企画

が提案されたものであり，共催組織と関連のある学

会の開催と連動して出された企画もある。こうした

展示会においては，おおむね，企画や図録の執筆等

を教員側が行い，広報や実際の展示準備，電子展示

等の実務は図書館側が行う，という形で作業を分担

してきたが，このような「持ち込み企画」が多いの

も，図書館で毎年特別展を実施してきた実績が学内

で認められてきた結果であるといえる。大学の広報

を含むこれらの学内関連組織との連携は，専門性の

高い企画・展示の実現や図録の充実等の面で観覧者

にとってもプラスとなる部分が多いが，図書館とし

ても他組織との協力関係の強化や学内での存在感の

向上，あるいは（その分野の専門家の視点を通した）

所蔵資料の価値の再認識，といった点でプラスにな

る。ただし，人材育成活動としての展示会という観

点から考えると，図書館が「下請け」的な作業だけ

に終始することなく，企画や展示，図録の内容等に

も意識して積極的に関わっていく必要があるといえ

る。

　なお，入場者数は展示の内容や展示期間によって

表４　筑波大学附属図書館特別展等開催記録

名称 主催者 開催年月日

天正少年使節と『原マルチノの演説』 附属図書館 H7.6.1-6.8(8)

＊（　）内は展示日数

宇野文庫展 附属図書館（協力：社会科学系，社会科学

研究科）

H8.9.19-10.11 (15)

幕末・明治の生活と教育 附属図書館 H8.10.23-11.10 (19)

明治のいぶき 筑波大学 H9.8.4-8.9(6)

近代教育学の源流 教育学系,附属図書館共催 HlO.9.7-10.16 (32)

身体と遊戯へのまなざし 体育科学系,附属図書館共催 Hll.12.6-12.17(11)

日本美術の名品 芸術学系,附属図書館共催 H12.5.22-6.9 (19)

日本古代の学問と萬葉集 哲学・思想学系,文芸・言語学系,附属図書

館共催

H13.10.22-11.2(12)

「学問の神」をささえた人びと 歴史・人類学系,附属図書館共催 H14.12.2-12.18 (17)

筑波大学開学30周年（創基131年）記念附属

図書館貴重図書特別展

附属図書館 H15.9.29-10.10 (12)

オリエントの歴史と文化一古代学の形成と展

開－

人文社会科学研究科，附属図書館共催 H16.10.25-11.5 (12)

江戸前期の湯島聖堂一筑波大学資料による復

元研究成果公開－

芸術専門学群，附属図書館共催 H17.10.8-10.30 (21)

中国三大奇書の成立と受容－『三国志』『水滸

伝』『西遊記』はどのように読まれ，描かれた

か－

附属図書館（研究開発室）

＊企画展として開催

H18.10.2-10.27 (22)
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大きく変動するものではあるが，最近の２回の展示

会では入場者数が1,700人を超え，その半数程度が

学外者であったことからも，展示会のテーマや取り

上げ方によっては大学構成員以外の観覧者の割合が

かなり高くなることが確認されている。

3｡2　平成18年度企画展

　本学の平成18年度の展示会は，特別展ではなく

企画展という名称で開催した。これは，この展示会

が他組織との共催ではなく，附属図書館研究開発室

との連携のもとに企画・開催されたこと（すなわち

「持ち込み企画」ではない図書館主体の企画であっ

たこと）による。図書館が主体となって開催した展

示会は過去にもあったが，研究開発室との連携によ

る開催はこの企画展が初の試みであり，様々な点で

今後の本学の展示会活動の展開に大きな影響を与え

るものとなると考えられる。以下に，今回の企画展

の概要と特徴的な試みについて,簡単に紹介したい。

3｡2.1　企画展の名称と目的

　この企画展は「中国三夫奇書の成立と受容－『三

国志』『水滸伝』『西遊記』はどのように読まれ，描

かれたかー」という名称であり，開催の目的は「中

国三夫奇書に関する貴重な資料及び基本図書を『成

立と受容』という観点でピックアップして一般に広

く公開するとともに，和漢古書等の図書館資料につ

いての大学における研究と活用のあり方を示すこ

と」であった。

　今回，我々が規定した「中国三夫奇書」18）は，日

本でも江戸時代以降広く親しまれ，現在でも図書や

雑誌だけでなく，テレビやゲーム等によってもきわ

めてポピュラーなものになっている。このため，企

画展の会場としては本学中央図書館貴重書展示室を

使用したが，貴重書だけを展示したわけではなく，

従来はほとんど展示の対象としていなかったマンガ

や映画・アニメ関係資料等についても，展示のスト

ーリーの上での必然性があれば，展示品に加え，あ

るいは会期中に開催した講演会で取り上げた。その

結果，「たんなる貴重資料の羅列」ではなく「教

育・研究」から「エンターテインメント」までの要

素をも含む，多様な見方のできる展示を行うことが

できたと考えている。

3.2.2　研究開発室との連携

　附属図書館研究開発室19）は，平成17（2005）年

度に開設され，いくつかのテーマに従ったサブグル

ープによるプロジェクト形式で活動しているが，研

兜開発室が取り組むべき課題の一つとして「広報啓

K4

蒙的なもの：特別展・リテラシー教育・ポータル管

理など」があげられており，これを具体化した形で

平成18年度のプロジェクトの一つとして「附属図

書館企画展の実施」が設定された。したがって18

年度の展示会は，附属図書館の企画展であると同時

に，研究開発室の室員である大塚秀明助教授（本学

人文社会科学研究科）のプロジェクトの一環でもあ

る，という位置づけになっている。このため，従来

の特別展よりも自由度が高く，実験的な試みも行う

ことが可能になった。

　また，研究開発室の課題の中には，図書館資料の

保存等に関する調査・研究も含まれているので，研

究開発室と連携することにより，展示会を行うこと

の客観的な評価や，図書館展示が資料の保存・公

開・活用にどのように影響するか，あるいは資料を

活用した研究のサイクルの中で図書館展示がどの程

度有効に機能するか2o）等の問題について，今後も継

続して研究・実践する場が確立できたことになる。

こうした点で，研究開発室と連携して企画展を開催

できた意味は非常に大きかった。

3｡2.3　企画展の実際

　この企画展は，実質的に研究開発室の大塚室員お

よび図書館職員８名（企画展ワーキンググループ）

の９名（以下，この９名の体制を実施グループと呼

ぶ。）で実施された。実施グループのメンバーは，

もちろんそれぞれ本務を持っているので，グループ

内部での連絡・議論はほとんどメーリングリストで

行い，顔をあわせる形の会議は最小限にとどめた。

　テーマは，大塚室員の専門との関係もあって早い

段階でおおむね決定していたが，展示会は本学中央

図書館で行うこと，開催期間には多くの学外者の来

館が期待できる学園祭の期間を含むこと，という２

点の前提条件があることをまず確認した上で，開催

期間設定の事情を考慮して，観覧者としてはにの

分野の専門家ではない）一般の方を想定して企画す

ることを基本方針とした。そして，従来の特別展と

同じように，この企画展においても，①（貴重書展

示室における）展示，②図録の作成，③電子展示を

行ったほか，④講演会（２回）を実施した。また，

③の具体的な内容となる企画展ホームページ（電子

展示'＼21)のコンテンツとして，従来も実施していた

「ＰＤＦ版図録」の作成・提供のほかに。

　・図録をベースにディジタル展示として再構成し

　　た「展示内容」

　・会期中に観覧者等から寄せられた質問に答える

　　「三大奇書Ｑ＆Ａ」

　・企画展のスタッフがお知らせしたい様々な情報
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　　を同時進行の形で伝えていくことを目指した

　　「企画展Blog」

の三つを新たな試みとして実施した。

　これらの試みのうち，「展示内容」は当館の「電

子展示ならではの機能を生かして，通常の展示では

提供できない新たな情報を付加して公開jする，と

いうコンセプトにそったもので，展示品の解説や画

像の他に所蔵情報や関連リンクが付されている。ま

た, Q&AとBlog22）は。

　・（図書館側の一方的な情報提供だけではなＯ

　　観覧者等との相互交流をはかって，会期中でも

　　可能な限り質問・要望等に応えていく

　・こうした質問・要望に対する回答や，企画展に

　　問する様々な情報を，迅速にｗebで公開する

　　ことによって，多くの関係者（観覧者，図書館。

　　電子展示の閲覧者等）の間で情報を共有する

という趣旨で行うことにしたものである。従来も展

示会場にアンケート用紙や感想記入用のノートを置

く，といった形で観覧者の声・感想を問いたことは

あったが，そうした感想等は基本的には「次回の展

示会の参考にする」という形で利用しており，会期

中にこうした情報を観覧者等にフィードバックする

「仕掛け」は用意していなかった。しかし，これら

を用意したことによって, Q&Aでは質問に答える

形で図録の内容・解説等の補足を, Blogでは開催前

の準備段階から企画展終了後の状況までの様々な情

報を臨機応変に発信することができた。またBlog

ではコメントを介してリアルタイムで観覧者等の反

応に触れることも可能であり，コミュニケーション

の場としても有効であることが確認できた。なお，

Blogへのアクセス数は，10月１日～31日の１ヶ月

間で1,933件（１日平均62件）であった。

　展示内容の詳細については，「ＰＤＦ版図録」等を

参照していただくこととしたいが，前述のように展

示のストーリーの上で必然性があればマンガ・ゲー

ム等も展示品に加えたこと，同様の理由でインター

ネットで公開されている画像や他機関（博物館）所

蔵資料等も許諾を得てパネルにしたこと，地域に関

係した資料（『筑波水浴伝』や小川芋銭の絵画など）

を積極的に展示に取り入れたことなど，これまでは

行わなかったような実験的な試みも行った。幸いこ

れらの試みの趣旨は観覧者に理解され，好評を得る

ことができた23）。

　また，このような試みに代表されるように，図書

館主体の企画ということで，たとえばポスター・図

録等のデザインや電子展示の構成など，スタッフが

それぞれの創意工夫で主体的に企画展に関わり，自

由に企画展を創りあげることができた。こうした作

図１　弘前の「ねぷた」の画像（インターネットで公

開されているもの）のパネル展示風景

業は本務を持つ実施グループのメンバーにとっては

確かに時間を要するものであったが，各自の創意工

夫が即座に企画に反映されるという意味でやりがい

もあり，スタッフそれぞれが楽しみながら企画展に

参加することができたと思う。これは実践を通した

人材育成活動という意味を持つものであり，活動で

きる時間が限られていることが，かえって，各人の

様々なアイディア・専門知識・デザインセンス・

ＤＴＰのスキル等の（潜在）能力の発揮や，実施グ

ループの団結・一体感を持った目的遂行に有利に働

いたという側面があった。

４　今後の課題：評価の問題を中心に

　これまで記したように，本学の今回の企画展では

様々な試みを行ったが，おおむね狙いどおりの成果

をあげたといえる。これは，企画展を研究開発室の

プロジェクトとして実施するという位置づけのもと

に，プロジェクトリーダーが実施グループの自主性

を尊重して活動を進められたことによるところが大

きい。こうした経験を今後の展示会に生かしていく

ことは非常に重要であるが，研究開発室のプロジェ

クトという立場で展示会について考えると，さらに

検討する必要がある課題も多い。ここでは，そうし

たものの中から「評価」に関する問題を取り上げて

おきたい。

4｡1　問題の所在

　展示会の準備には多大な時間・労力を要すること

が多い。しかも，多くの図書館では，その実施に際

しては，専任の係が担当するというよりも，ワーキ

ンググループ等が臨時に組織されて準備に取り組

む，というようなケースが多いと思われるが，この

ような場合に（準備に要した時間等をも勘案した上
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で）展示会が「成功」したかどうか，という判断を

行うことは，なかなか難しい。

　米渾が明らかにした観覧者・図書館職員等の立場

の違いによって多様な意義が見出せる展示会活動の

特性を考えると，図書館の立場からは，企画力や専

門的知識を向上させる実地研修の場としての人材育

成活動上の意義だけでも十分に意味があり，展示会

を開催すること自体が重要であるという考え方も成

り立つ。しかし，観覧者あってこその展示会である

ことを考えれば，観覧者を考慮に入れた何らかの評

価の基準を検討する必要があろう。たとえば観覧者

数の多寡をもって成否を判断するという考え方もあ

るが，観覧者数はそれほど多くはなくても，電子展

示の閲覧数が多い，観覧者に占める学外者の比率が

高い等の要素があれば，一概に観覧者数だけで判断

するわけにはいかない。東京大学の西野嘉章は，博

物館の「展示公開自己評価」の項目として，企画意

義や展示手法，図録等と並んで入館者数をあげてい

るが，同時に博物館の評価の指標として中味も吟味

せずに単純に「来館者数」をあげることの問題点を

指摘している。また西野は，展示の評価には「明快

な指標もなければ一定の方法も確立されていない」

のが日本の現状であるが，来館者の視点を導入した

評価手法（聞き取り調査等）が展示の改善に大きな

力を発揮する，と述べている24）。図書館の展示会に

おいても，西野が指摘しているこのような来館者の

視点を導入した評価手法の検討をも含め，さらに議

論を重ねる必要があろう。

4｡2　展示会の評価の基準

　展示会の評価の基準の問題については，やはり博

物館界に議論の蓄積がある。この問題を議論する一

つの手がかりとして，西野以外の博物館関係者の論

考もみておきたい。

　たとえば土浦市立博物館の木塚久仁子は，「熱心

な見学者であればあるほど，解説キャプションをし

っかり読むにもかかわらず，作品そのものをあまり

良く見ないという現象を発見した」と，通常はあま

り言及されない事実を指摘するとともに，一般の見

学者とその分野の専門家では展覧会に対する評価の

基準がおのずと違ってくるが「一般の見学者にとっ

ての分かりやすさと専門家にとっての視点の鋭さが

両立している展覧会が良い展覧会といえるだろう」

と述べている25）。木塚はさらに「分かりやすい展示」

とは何か，過剰な親切はかえって逆効果をまねくの

ではないか，といった点についても学芸員の立場か

ら率直に意見を述べ，「作品そのものを見学者の目

で確かめてもらえる」ことに留意した展覧会を開催
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したいと記している。

　また，東京大学の今橋映子は，「昨今の美術展お

よびカタログの変化」について，「評価の定まった

一画家の「名作」を，年代順に並べる絵画展の古典

的スタイルとは全く別種」の企画展は近年ますます

盛んになっており「文化交流史，諸芸術間交渉，異

文化表象，ジェンダー論などをテーマにした国内外

の企画展は，新しい資料体の呈示のみならず，その

企画を支える構想や，理論的背景などを含め，私た

ちの比較研究(Comparative Studies)とも深く連

動していることは明らかです」と述べている。そし

て，こうした近年の展覧会そのものの評価とともに，

「長年の調査や研究が投影された」「知の宝庫」と言

うべき展覧会カタログの重要性を指摘し，優れた展

覧会の紹介と展覧会カタログの学術的批評を試みる

コーナーを新設する必要性を説いている26）。なお，

今橋には（特別展だけでなく）平常展におけるカタ

ログの重要性について指摘した著述もあり27)展覧

会カタログ全般を高く評価していることがわかる。

　木塚の「分かりやすさと視点の鋭さが両立してい

る展覧会」は学芸員の立場から，今橋の「知の宝庫

というべき学術的カタログの重要性の指摘」は研究

者である観覧者の立場からの記述であるが，博物

館・美術館の展示会について述べているだけに，両

者とも「専門性をどのように展示会活動で表現する

か」という企画力（およびその結果としてのカタロ

グに代表されるような形として残る展示会の成果

物）が評価の指標となると考えられているといえよ

う28）。今橋が「昨今の美術展およびカタログの変化」

と表現している「テーマ・ストーリーを見せる」近

年の博物館（美術館）の展示会の動きは，図書館が

「魅力的な展示会」を目指す方向と基本的に同じ変

化の流れにあるものと考えられ，その意味でも両氏

の議論は大変興味深いものである。

4｡3　検討の視点：むすびにかえて

　前節で述べた「展示会の評価の基準」の問題は，

結局，「大学図書館における展示会の理念・目的は

何か」「その特性とはどのようなものか」，という問

題に関わってくる。この問題は，大局的には社会に

おける大学の使命と不可分のものであり，展示会開

催の根底にまず社会連携・地域貢献事業としての視

点を持つことは必須となってこよう。そしてこの前

提の上に，個々の大学の特性・図書館の事情によっ

て様々な目的を持ったテーマが展開していくことに

なる。“何か求められているか，何かできるがを

模索した結果，同一年度に３つの企画展示を実施し

た島根大学附属図書館の事例29）は，先に述べた布谷
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の「博物館に対して世の中はどの様な期待をし，要

請をしているのか」という問いかけと同じ視点から

スタートした成果であるが，こうした視点を再確認

し，そこから議論を進めることが重要である。前述

した「図書館展示が資料の保存・公開・活用にどの

ように影響するか」30)「資料を活用した研究のサイ

クルの中で図書館展示がどの程度有効に機能する

か」といった，まさに大学図書館における展示会の

特性に直結する課題の検討も，“何か求められてい

るか，何かできるがという根本的な問いかけを真

摯に検討してこそ，議論が深まっていくものであろ

う。展示会に関する研究開発室との連携は，今後も

継続する予定であるが，大学図書館の特性を踏まえ

た展示会のモデルの検討をさらに進めていきたい。
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done to analyze exhibitions held by university libraries.This paper seeks to examine the current state of

exhibitions in Japanese university libraries and then report on the features of the 2006 exhibitions held at

Tsukuba University Library as well as future challenges.

Keywords: exhibitions/ Tsukuba University Library / Research and Development Office,/ museums /

universitylibraries/ socialcontributions
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